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【問合せ】 市消防本部 警防課
☎７82・5331

【問合せ】 市消防本部 警防課
☎７82・5331令和5年の救急出動件数が過去最多の3,561件となりました。

  救急車は生命に関わる地域の有限な資源です
　救急車の要請頻度が高まる中、ニュースなどで取り上げられているタクシー代
わりの不適切利用や、救急活動の状況をSNSに投稿するなどモラルの低下が救急
活動に影響を及ぼしています。このことは一刻を争う重症傷病者への対応の遅れ
につながります。
　自力で病院に行ける人や症状が軽い人は、119番通報する前に「本当に救急車
が必要か？」を考えましょう。判断に迷う場合は救急安心センター事業
（＃7119）への電話や、全国版救急受診アプリ
「Q助（きゅーすけ）」を活用することで緊急度に
応じた対応方法のアドバイスが受けられます。
（詳しくは、24ページ「救急医療」に掲載）
　限られた医療資源を有効に使い、必要な人に適切
な医療が届くよう、みなさんのご協力をお願いしま
す。
　突然の強い頭痛や胸痛など、生命を脅かすような
症状がある場合はためらわずに救急車を呼んでくだ
さい。

  収容までの時間短縮に取り組んでいます
　救急件数の増加に伴い、医療機関収容までに要する時間は全国的に延伸してい
ます。令和４年の全国平均は47.2分、市消防本部の平均は46.6分でした。
　市消防本部では、令和４年から救急隊が現場でスムーズに活動を行い、医療機
関に搬送するまでの時間を短縮することを目的に、救急車が現場に到着するまで
の間に傷病者や家族などに直接電話をかけて情報収集を行う「プレアライバル
コール」という取り組みを開始しました。
　この取り組みにより、令和５年では医療機関収容までの時間が令和４年と比較
し3分以上短縮することができました。一刻も早く医療機関へ収容できるよう
に、今後も改良を重ねていきます。

命をつなぐ救急搬送命をつなぐ救急搬送

樋口 救急分隊長

令和5年の救急出動件数が過去最多の3,561件となりました。

市消防本部管内には、
５台の救急車が配置さ
れています。
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搬送中には、救急救命士が観
察・処置をおこないます。

隊員は放送を聞きながら準
備し、通信指令員が聞き取っ
た情報を確認します。

医療機関は救急隊からの情報提供
により受け入れ体制を整えます。

通信指令室で通報を受けま
す。通報を受けると同時に、
隊員に出動指令！

電話で家族などから情報収集
し、患者の状況を把握します。

出動！状況にもよりますが、通
報を受けてから2～3分ほど
で出動します。

　今回の研修で実際に救急車に乗ることが
でき、とても貴重な経験となりました。限
られた時間の中で、救急隊員が家族などか
ら患者の状態をとても詳しく聞き取りをし
ていたことに、大変驚きました。
　今後は今まで以上に救急隊員の話を詳し
く聞き、診療に活かしていきたいと思います。

  119番通報から医療機関収容まで

  市民病院と救急隊の連携を進めています

　『地域住民の「生きる」を支え続ける』という理念を遂行するためには日常の
診療はもちろんですが、救急医療体制の提供も非常に大事なものと考えていま
す。その一環として本年度から救急隊との勉強会を開始した他、研修医の救急現
場研修なども開始しました。
　受診を断らない救急医療の提供をめざして努力していきます。

　救急医療委員会は、救急医療の
体制づくりと整備、救急医療機能
の改善と質の向上を図るため、救
急患者の内容の分析や救急体制の
整備、問題事例の検討などを毎月
行っています。

研修医救急現場研修救急医療委員会

プレアライバル
コール中

現場に向かう途中に
電話をします

研修医 鈴木宏幸先生

市民病院救急医療委員長  外科医長  川井正隆先生
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投票区・投票所の再編 【問合せ】南魚沼市選挙管理委員会　☎７７３・６６６０

　市では平成16年の市制施行以降、投票所の統廃合を行っていません。
　現在は 58の投票所があり、投票区ごとの有権者数を比較すると、最小で
は40人未満、最大では2,800 人超となっており、大きな開きがあります。
　選挙管理委員会では、この状況をふまえ、より効率的な選挙の管理執行、
投票所の運営にかかる経費の削減や投票環境の整備を目的に、投票区・投票
所の見直しを行いました。
　令和６年９月１日以降に行われる選挙から実施します。

①�有権者数が260人以下の投票所につい
て、近接する投票所と統合する
②�投票所までの距離はおおむね３㎞まで
とする

①再編により投票所までの距離が３㎞以上
　（辻又区、後山区、清水区、岩之下区、栃窪区）
　ワゴン車を利用した移動期日前投票所の開設
②�移動手段のない高齢者のみの世帯で、自宅か
ら投票所まで一定の距離以上離れている世帯

　投票日当日にタクシーによる移動支援の実施
※�実施する支援策の内容や詳細が決まりました
ら市報や市ウェブサイトなどでお知らせします

58投票区（大和地域15、六日町地域22、
塩沢地域21）→ 36投票区（一覧参照）

投票区など再編一覧（再編した投票区は水色）

再編の基準 移動支援策を検討しています

再編後の投票区

変更前 変更後
投票区・投票所 対象区域 投票区・投票所 対象区域

第１投票区
三用保育園

雷土新田、雷土、湯谷、芋赤、
前原町、門前、高田、谷地、山崎

第１投票区
三用保育園 変更なし

第２投票区
東地域開発センター 山崎新田、茗荷沢、茗荷沢新田 第２投票区

東地域開発センター 変更なし

第３投票区
赤石小学校

荒金、堂島新田、桐沢、荒山、
大倉、船ケ沢新田、黒土、黒土
新田 第３投票区

赤石小学校

荒金、堂島新田、桐沢、荒山、
大倉、船ケ沢新田、黒土、黒土
新田、八色原、国際町、穴地新
田第８投票区

穴地新田ふれあいセンター 八色原、国際町、穴地新田

第４投票区
岩山集落開発センター 境川、岩山、町屋 第４投票区

岩山集落開発センター 変更なし

第５投票区
南魚沼市広域働く婦人の家

新町、西浦、本町、浦佐門前、
浦佐上町、田町、富町、川原町

第５投票区
南魚沼市広域働く婦人の家 変更なし

第６投票区
南魚沼市大和B&G海洋
センター

浅地町、天王町 第６投票区
南魚沼市大和B&G海洋
センター

浅地町、天王町、鰕島、浦佐八色

第７投票区
鰕島集落開発センター

鰕島、浦佐八色
海士ケ島新田

第７投票区
大崎農業会館

穴地、上一、上二、平沢、原小
路、寺中、横、下一、下二、柳
古新田、海士ケ島新田

第８投票区
穴地新田ふれあいセンター 穴地

第９投票区
大崎農業会館

上一、上二、平沢、原小路、寺中、
横、下一、下二

第１０投票区
柳古新田集落センター 柳古新田
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変更前 変更後
投票区・投票所 対象区域 投票区・投票所 対象区域

第１０投票区
柳古新田集落センター 今町新田

第８投票区
水尾クラブ 今町新田、水尾

第１１投票区
水尾クラブ 水尾

第１２投票区
辻又多目的センター 辻又

第９投票区
一村尾担い手センター

辻又、後山、市野江、芹田、北、
一村尾

第１３投票区
後山小学校 後山

第１４投票区
一村尾担い手センター 市野江、芹田、北、一村尾

第１５投票区
薮神保育園

名木沢、九日町、猫道、今町、
城山新田

第１０投票区
薮神保育園 変更なし

第１６投票区
山口地区多目的集会施設 広堀、中手原、山口

第１１投票区
東部集落開発センター

広堀、中手原、山口、岡、妙音寺、
上出浦、上薬師堂第１７投票区

東部集落開発センター 岡、妙音寺、上出浦、上薬師堂

第１８投票区
城内小学校

下出浦、下薬師堂、野際、藤原、
池田原、法音寺、稲穂ケ丘、上
原、田崎、新堀

第１２投票区
城内小学校 変更なし

第１９投票区
長森集落開発センター 長森、長森新田、麓 第１３投票区

長森集落開発センター 変更なし

第２０投票区
あおば保育園

新堀新田、下原、下原新田、泉、
泉新田

第１４投票区
あおば保育園 変更なし

第２１投票区
五日町ふれあいセンター

寺尾、押出、五日町１区、五日
町２区、五日町３区、欠之下、

第１５投票区
五日町ふれあいセンター

寺尾、押出、五日町１区、五日
町２区、五日町３区、欠之下

奥（旧五日町小学校区）
第１６投票区
おおまき小学校

四十日、西、四十日新道、宇津野、
青木、大杉、奥第２２投票区

おおまき小学校

四十日、西、四十日新道、宇津
野、青木、大杉、奥（旧大巻小
学校区）

第２４投票区
清水瀬集会所 清水瀬、野中、土沢、舞台

第１７投票区
畔地集会所

清水瀬、野中、土沢、小川、舞
台、畔地、畔地新田、日の出町、
原、蛭窪第２５投票区

畔地集会所
小川、畔地、畔地新田、日の出
町、原、蛭窪

第２６投票区
京岡集会所

永松、京岡、京岡新田、中川、
中川新田、金城 第１８投票区

五十沢小学校

永松、京岡、京岡新田、中川、
中川新田、金城、山谷、宮、宮
村下新田、深沢、岩崎第２７投票区

五十沢小学校
山谷、宮、宮村下新田、深沢、
岩崎

第２８投票区
二日町体育館

津久野上新田、津久野、津久野
下新田、二日町 第１９投票区

二日町体育館
津久野上新田、津久野、津久野
下新田、二日町、庄之又、美佐島第３０投票区

美佐島ふれあいセンター 庄之又、美佐島

第２３投票区
野田集落開発センター 野田、北田中

第２０投票区
欠之上多目的集会所

野田、北田中、君帰、欠之上、
川窪第２９投票区

欠之上多目的集会所 君帰、欠之上、川窪

第３１投票区
余川公民館 余川本町、飯綱町 第２１投票区

余川公民館 変更なし

第３２投票区
六日町中学校

学校町１丁目、学校町２丁目、
学校町３丁目、学校町４丁目、
北辰、緑町、栄町 第２２投票区

六日町中学校

学校町１丁目、学校町２丁目、
学校町３丁目、学校町４丁目、
北辰、小栗山、緑町、栄町第３４投票区

小栗山公民館 小栗山
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変更前 変更後
投票区・投票所 対象区域 投票区・投票所 対象区域

第３３投票区
南魚沼市役所本庁舎

仲町、伊勢町、旭町、田中町、
八幡、大和町１丁目、大和町２
丁目

第２３投票区
南魚沼市役所本庁舎 変更なし

第３５投票区
六日町小学校

上町１丁目１区、上町１丁目２
区、上町１丁目３区、上町１丁
目４区、上町２丁目、坂戸

第２４投票区
六日町小学校 変更なし

第３６投票区
認定こども園めぐみ野こ
ども園

東泉田、西泉田、若葉町、沖町 第２５投票区
認定こども園めぐみ野こ
ども園

東泉田、西泉田、若葉町、沖町、
上大月、下大月

第３７投票区
上・下大月構造改善センター 上大月、下大月

第３８投票区
うえだ保育園

雲洞、長表、三郎丸、早川、枝吉、
金清坊 第２６投票区

うえだ保育園

雲洞、長表、三郎丸、早川、枝吉、
金清坊、中之島、上田掛之下、
広道第３９投票区

下長崎青年会館 中之島、上田掛之下、広道

第４０投票区
旧第二上田小学校

原芝野、横新田、上神字、滝谷、
沢口、一之沢、姥沢、台上、蟹沢 第２７投票区

旧第二上田小学校

原芝野、横新田、上神字、滝谷、
沢口、一之沢、姥沢、台上、蟹沢、
清水第４１投票区

清水ふれあい会館 清水

第４３投票区
吉里集落開発センター 思川、吉里 第２８投票区

吉里集落開発センター 変更なし

第４４投票区
栃窪集落開発センター 岩之下、栃窪

第２９投票区
塩沢保健センター

岩之下、栃窪、北山、一分区、
二分区、三分区、上十日町、泉
盛寺第４５投票区

塩沢保健センター
北山、一分区、二分区、三分区、
上十日町、泉盛寺

第４２投票区
両竹集落センター 竹俣、竹俣新田、片田

第３０投票区
南魚沼市塩沢公民館

島新田、竹俣、竹俣新田、片田、
四分区、五分区、六分区第４６投票区

南魚沼市塩沢公民館
島新田、四分区、五分区、六分
区

第４７投票区
中公民館 目来田、中

第３１投票区
中公民館 目来田、中、天野沢、樺野沢

第４８投票区
上越国際観光協会 天野沢、樺野沢

第５０投票区
大木六公民館 小杉、大木六

第３２投票区
大木六公民館

小杉、大木六、吉山、大木六原、
柄沢第５１投票区

吉山集落開発センター 吉山、大木六原、柄沢

第４９投票区
小木六多目的集会施設 大里、小木六、八竜

第３３投票区
中之島小学校

大里、小木六、八竜、中野、古
川、徳田、中子、五郎丸第５２投票区

中之島小学校 中野、古川、徳田、中子、五郎丸

第５３投票区
中之島農村環境改善センター 仙石、坪池、論丸、舞子

第３４投票区
中之島農村環境改善センター

仙石、坪池、論丸、舞子、万条、
大原、姥島、五丁歩第５４投票区

姥島ふれあい館 万条、大原、姥島、五丁歩

第５５投票区
砂押集落センター 南田中、砂押、大沢

第３５投票区
君沢公民館 南田中、砂押、大沢、君沢

第５６投票区
君沢公民館 君沢

第５７投票区
石打保育園

下一日市、上一日市、宮野下、
大和 第３６投票区

石打小学校
下一日市、上一日市、宮野下、
大和、上野、関、石打第５８投票区

石打小学校 上野、関、石打
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学校と地域の新たな連携・協働づくりがスタートしています
【問合せ】学校教育課 学校指導係　☎７７３・６７００

　令和５年度から市内すべての学校に「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」、４つの中学校区
ごとに「地域学校協働本部」が設置され、連携しながら学校と地域の課題解決や活性化に取り組んでいます。

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）とは

地域学校協働本部とは

　学校長より説明を受けた学校運営方
針の承認や、地域と学校の課題解決に
向けて協議を行っています。

　学校運営協議会で検討されたさまざま
な課題の解決に向け、各学校に配置した
地域学校協働推進員を中心に地域のみ
なさんや保護者、企業・団体などと連携
して、学習支援や学びの環境づくりなど
の活動を行っています。地域学校協働推
進員からの協力要請などありましたら、
ご支援ください。
活動内容
学習支援など
　�生活・家庭などの教員補助や読み聞

かせ、地域伝承文化の講師派遣、行
事支援
環境整備支援
　花壇の整備、施設内の掃除
交通安全指導
　交通安全教室の開催
地域活動など
　町内一斉清掃、地域祭りなどへの参加
クラブ補助
　小学校のクラブなどの講師や見守り

甚句体験での活動
（やまと本部三用小学校）

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）

地域学校協働本部

（委員）
保護者代表
地域住民代表
地域学校協働活動推進員
学校関係者　など

学校運営協議会 校　　長

連　携

学校運営の基本方針

学校運営
教育活動　など

協議の結果に
関わる情報提供

推進員を中心に、学校と地
域住民などとの情報共有
や支援活動の体制づくり

意見

地域のみなさん・保護者

しおざわ本部 むいかまち本部 はっかい本部 やまと本部
＜◎庭野和也＞ ＜◎樋口和人＞ ＜◎今井美与子＞ ＜◎中島澄江・滝沢寿子＞

地域づくり協議会・保護者・地域のみなさん・企業・団体など

協力要請 参　画

◆�地域の活性化のために事業を推進している地域づくり協議会（市内12協議会）
との連携・強化
◆�各校の地域学校協働活動推進員による連絡協議会の開催（代表コーディネー
ターを中心に協議）

南魚沼市教育委員会
（学校教育課・社会教育課）

統括コーディネーター　松﨑 一昭

◎各本部選出の代表コーディネーター
○各校の地域学校協働活動推進員
　（地域コーディネーター）

上田小学校
○関　政春
○岡﨑　理香
○山本　美穂

栃窪小学校
○笛木　健作

塩沢小学校
○勅使河原美枝子
○秋山　かおり

中之島小学校
○荒川　孝市

石打小学校
○清水　明

塩沢中学校
◎庭野　和也

三用小学校
○和田　良一

赤石小学校
○井口　一

浦佐小学校
○上村　勝
※大和中学校兼務

大崎小学校
◎中島　澄江
◎滝沢　寿子

後山小学校
○佐藤　光夫

薮神小学校
○山田　勝

大和中学校
○上村　勝

城内小学校
○上村　紗智
※八海中学校兼務
おおまき小学校
○岡田　綾
○髙橋　彩可
○羽吹　弘之
○小野　和明
※八海中学校兼務
五十沢小学校
◎今井美与子
※八海中学校兼務
八海中学校
○上村　紗智
○岡田　綾
○髙橋　彩可
○羽吹　弘之
○小野　和明
◎今井美与子

北辰小学校
○井口　幸治
※六日町中学校兼務

六日町小学校
◎樋口　和人
※六日町中学校兼務

六日町中学校
○井口　幸治
◎樋口　和人

総合支援学校
○寺口　真一

説明説明
承認承認

説明説明
意見意見
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防
火
標
語
の
募
集

　
防
火
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め

に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
優

秀
作
品
は
表
彰
し
記
念
品
を
贈
る

と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
の
防
火

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
火
災
予
防
に

活
用
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

一
般
の
部　
複
数
応
募
可

小
学
生
の
部　
学
校
経
由
で
募
集

応
募
方
法

　
様
式
は
自
由
。
住
所・名
前（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先　
〒
９
４
９

−

６
４
０
５

　

�

竹
俣
82

−

２　
消
防
本
部
予
防

課
内　
南
魚
沼
幼
少
年
女
性
防

火
委
員
会
事
務
局

締
切　
９
月
13
日
㈮

問
・
申
市
消
防
本
部　
予
防
課

☎
７
８
２・５
３
３
０

F
７
８
２・１
９
８
９

相
談・催
し・募
集

市市からのからの
おお知知らせらせ
市市からのからの
おお知知らせらせ
問問合せ
申申込み
Fファックス
メール

市
議
会
９
月
定
例
会
の
開
催

日
程
（
予
定
）

９
月
２
日
㈪
～
３
日
㈫

　

�

市
長
所
信
表
明･

議
案
審
議
ほ

か
９
月
４
日
㈬
～
６
日
㈮

　
各
常
任
委
員
会

９
月
９
日
㈪
～
11
日
㈬

　
一
般
質
問

９
月
12
日
㈭
、
13
日
㈮
、

17
日
㈫
、
18
日
㈬

　
一
般
会
計
決
算
審
議

９
月
20
日
㈮

　
委
員
長
審
査
報
告
・
決
算
審
議

会
場　
本
庁
舎
３
階　
議
場

そ�

の
他　
日
程
の
詳
細
と
一
般
質

問
の
通
告
内
容
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
一
般

質
問
当
日
に
、
通
告
内
容
を
ま

と
め
た
冊
子
を
受
付
で
配
布
し

ま
す
。

※�

正
式
な
日
程
は
、
８
月
23
日
㈮

に
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

　
８
月
20
日
㈫　
午
後
５
時
15
分

（
期
限
以
降
に
提
出
さ
れ
た
請
願・

陳
情
は
12
月
定
例
会
で
の
審
議
と

な
り
ま
す
）

問
議
会
事
務
局☎７

７
３・６
６
５
０

各種相談・講座・催しなど ・費用の記載のないものは無料、申し込みの記載のないものは直接会場まで
・相談の内容など秘密は守られます

種類 日時 会場 対象・定員・
費用など 内容・必要なもの 申込み・

締切など 問合せ

人権なんでも
相談所

①9月1日㈰
②9月4日㈬
③9月7日㈯
13：00 ～16：00
（受付15：00まで）

①湯沢町公民館
②�広神コミュニ
ティセンター
〔魚沼市〕
③大崎農業会館

・家庭内や親族・近隣間の悩みごとなどの相談
・いじめやあらゆる差別問題の相談
担当人権擁護委員
①湯沢町の人権擁護委員
②魚沼市の人権擁護委員
③髙野輝幸〔今町〕、池田みね子〔茗荷沢新田〕

ー
法務局
南魚沼支局

☎772・2164

専門医による
心の健康相談会

8月26日㈪　午後
※�予約時間・会場
はお申し込みの
時にお伝えしま
す

塩沢庁舎

精神科の主治医が
いる場合は、相談
してからお申し込
みください（家族
からの相談も可）

眠れない、不安な気持ちが続く、仕
事が続かない、家族がひきこもりが
ち、物忘れが気になる、アルコール
の飲み方が心配などの相談。心の
専門医が応じます。

8月21日㈬
17：00まで

保健課
☎773・6811

弁護士による
無料法律相談

８月８日㈭
13：30～16：00 塩沢庁舎 ５人（１人約30分）

マルチ商法や資格商法による消費
者トラブル、多重債務、不動産、相
続、離婚などの法律問題の相談。
内容によっては、受付できない場合
あり。

8月7日㈬
12：00まで
（申込み時に概要
を伺います）

消費生活センター
☎772・2541

国の行政運営に
関する相談

8月21日㈬
(毎月第３水曜日)
13：00～15：00

本庁舎 南分館 ー

行政相談委員が、国の行政に関す
る疑問や相談・意見を聞き、制度や
運営の改善に生かすための仕組み
です。

ー
総務課
防災庶務班

☎773・6660

臨床心理士によ
る「こころの相
談会」

8月19日㈪
10：00～11：00

子ども・若者相談
支援センター

市内在住の義務教
育終了～39歳の若
者または家族

ニート・ひきこもり・高等学校不登
校などの悩みの相談。
支援員による電話・来所相談は、随
時受け付けています。

8月15日㈭
17：00まで

子ども・若者相談
支援センター

☎788・1951

若者支援コミュ
ニケーショント
レーニング

8月8日㈭
14：00～15：30

子ども・若者相談
支援センター

市内在住の義務教
育終了～39歳の若
者

「今よりもう少し楽な気持ちで人と
話ができるようになる」をめざし、
まずは少人数で簡単なゲームなどを
楽しむことから始めてみましょう。

8月2日㈮
17：00まで

子ども・若者相談
支援センター

☎788・1951

わが子の自立を
願う家族の集い

8月29日㈭
19：00～20：30
※夜間開催

子ども・若者相談
支援センター

市内在住の義務教
育終了～39歳の若
者の家族

高等学校不登校、ニート、ひきこも
りなど、就学や就労に悩む若者を家
族としてどう理解し、どう支えるか
を一緒に考えてみませんか。

8月28日㈬
17：00まで

子ども・若者相談
支援センター

☎788・1951
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講座・催しなど ・費用の記載のないものは無料、申し込みの記載のないものは直接会場まで

種類 日時 会場 対象・定員・
費用など 内容・必要なもの 申込み・

締切など 問合せ

「働く」ための
準備講座

①9月6日㈮
②9月13日㈮
③9月20日㈮
13：30～15：30
（全3回シリーズ）
※原則3回参加

塩沢公民館

市内在住の義務教
育終了～39歳の若
者
定員：8人程度

「働くこと」に向けて気持ちの準備
をしましょう。
各回の内容:
①自分が大切にしたいものを考えよう
②自分の強みを知ろう
③働くことを考えよう
少人数でのグループワークです。
講師：�近藤円さん（長岡地域若者サ

ポートステーション）

8月27日㈫
17：00まで

※�就労に関する
相談会参加者
募集（講座参加
者対象・各回1
人）

子ども・若者相談
支援センター

☎788・1951

上級救命講習
（WEB講習修了
者対象）

9月8日㈰
8：30～15：15
昼休憩あり

南魚沼市消防
本部〔竹俣〕

20人程度 新生児から成人に対する心肺蘇生
法などを学びます。
事前にWEB講習を受講し、受講証
明書を印刷または画面保存したも
のを当日、提示することが必要です。
詳しくはお問い合わせください

9月1日㈰まで

消防本部
警防課救急係

☎782・5331

成人講座小さな
ボールを使った
運動（後期）

9月6日～12月20
日の第1・第3金曜
日（全8回）
19：30～20：30

塩沢公民館(和室)
費用：7,000円
講師：遁所扶美子
さん

関節にボールを当てて、緊張してい
る筋肉をほぐし、本来の骨格に戻す
運動

8月28日㈬
17：00まで

塩沢公民館
☎782・0100

市民セミナー
料理教室

8月25日㈰
・午前の部
　9：30～12：00
・午後の部
　13：30～16：00

あぐりぱーく八色
（調理室）

市内在住・在勤の
人、各部8人
(先着順)
費用：1,500円
（当日集金）
講師：川島亜紀子
さん

メニュー :プレーンベーグル2つとア
レンジベーグル2つ、冷たいポター
ジュスープ
持ち物：エプロン、ふきん、持ち帰
り用器（４人分程度）、筆記用具

受付：8月5日㈪
～13日㈫

塩沢公民館
☎782・0100

心豊かな子育て
教室合同学級
「おんがくだい
すき」

8月24日㈯
10：00～11：00
（受付：9:30～）

市民会館
多目的ホール

０～６歳の乳幼児
とその保護者
（里帰りの人など
大歓迎）

子育てのわ(輪・和・話)をひろげよ
う！魚沼吹奏楽団による楽しい演奏
会を行います。
持ち物：水分補給用の飲み物

ー
社会教育課生涯学
習係

☎773・6610

六日町そだち学級
「子育てスマイ
ルデー」

8月4日㈰
10：00～11：30

ふれ愛支援セン
ター
多目的ホール

６歳以下の子ども
と保護者

リボン体操や絵本の読み聞かせを
行います。
持ち物：水分補給用の飲み物
動きやすい服装でお越しください。

ー
社会教育課生涯学
習係

☎773・6610

妊娠期の教室
第２回
プレママ・プレ
パパ教室

9月4日㈬
16：00～17：30

子育て支援セン
ター
子育ての駅
「ほのぼの」

11月・12 月・1月
に出産予定の人と
パートナー

これから赤ちゃんを家族に迎え、楽
しく過ごすためのヒントを学びま
す。心ばかりのプレゼントも用意し
ています。

8月30日㈮まで�
（メールは9月1日
㈰まで）

こども家庭サポー
トセンター

☎775・7902

マイナンバー
カード日曜窓口

8月4日㈰
9：00～11：30 本庁舎　市民課 ー

マイナンバーカードの申請や更新手
続き、交付。それぞれ必要な書類
などがあります。詳しくはお問い合
わせください。
（住民票、戸籍などの事務は行いま
せん）

交付は、原則３日
前までに受付専用
（☎778・1780）
で予約

市民課
☎773・6661

第８回
農業委員会総会

8月26日㈪
9：00～

大和庁舎3階
旧議場 ー

毎月開催し、申請のあった農地売買・
賃貸借などの審査と、農地・農政な
どの諸問題について議論します。

ー 農業委員会事務局
☎773・6664

猫の譲渡会 8月18日㈰
13：00～15：00

イオン六日町店
1階・西口階段脇 ー 毎月第3日曜日に開催 ー

魚沼アニマルサ
ポート
☎080・7797・2909

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
募
集

　
令
和
７
年
２
月
１
日
を
基
準
と

し
て
実
施
す
る
「
２
０
２
５
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
」
の
調
査
員
を
募

集
し
ま
す
。

事
務
内
容

・
説
明
会
へ
の
出
席

・
調
査
票
の
配
布
と
回
収

・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

任�

命
期
間　
12
月
下
旬
〜
令
和
７

年
２
月
下
旬
（
予
定
）

報
酬　
２
〜
４
万
円
程
度

※�

担
当
す
る
調
査
区
に
よ
り
支
給

額
が
異
な
り
ま
す

応
募
要
件

・�

責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂

行
で
き
る
20
歳
以
上
の
人

・�

税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関

係
の
な
い
人

・�

暴
力
団
員
で
な
い
人
、
暴
力
団

も
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な

関
係
を
有
し
な
い
人

応�

募
方
法　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
８
月
20
日
㈫

問
企
画
政
策
課 

企
画
班

☎
７
７
３・６
６
７
２

詳しくは

WEB講習サイト 上級救命講習案内
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く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

相
談
・
催
し
・
募
集

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲

示

板

相
談
・
講
座
・
催
し

相
談
・
催
し
・
募
集

第
20
回
八
色
の
森
市
民
ま
つ
り

参
加
者
募
集

開
催
日　
10
月
13
日
㈰

魚
沼
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
ダ
ン
ス

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
表

す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

定
員　
15
チ
ー
ム

費
用　
無
料

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出
演

時
間
な
ど
の
調
整
あ
り

テ
ン
ト
村
出
店
者

対�

象　
住
所
が
あ
る
18
歳
以
上
の

個
人
か
、
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
法
人
・
団
体
な
ど

注
意
事
項

・�

出
店
位
置
：
実
行
委
員
会
が
指

定
（
中
央
駐
車
場
を
予
定
）

・�

区
画：５
．４
ｍ
×
３
．６
ｍ（
予

定
）

定
員　
15
区
画
（
先
着
順
）

費�

用　
テ
ン
ト
有
り
：
１
０
，０

０
０
円
、
移
動
販
売
車
：
５
，

０
０
０
円
、
水
道
使
用
料
（
希

望
者
）：
１
，０
０
０
円
、
電
気

使
用
料
（
希
望
者
）
１
，０
０

０
円

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

対�

象　
市
内
に
住
所
が
あ
る
18
歳

以
上
の
個
人
か
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
・
団
体
な
ど

注
意
事
項

・�

出
店
位
置
：
実
行
委
員
会
で
決

定
（
中
央
駐
車
場
の
西
側
歩
道

上
を
予
定
）

・�

区
画
：
間
口
３
ｍ
（
予
定
）、

１
人
（
組
）
に
つ
き
１
店
舗

・�

雨
天
時
の
準
備
、
販
売
に
必
要

な
机
・
イ
ス
・
テ
ン
ト
な
ど
の

機
材
は
各
自
で
用
意
（
主
催
者

側
で
テ
ン
ト
な
ど
の
設
置
な

し
）

・�
食
料
品
、
生
き
物
の
販
売
は
不

可
定
員　
25
区
画
（
先
着
順
）

費�

用　
１
区
画
あ
た
り
１
，０
０

０
円

共
通
事
項

締
切　
８
月
30
日
㈮

申�

Ｑ
Ｒ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問�・
申
八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光

課　
商
工
振
興
班
）

☎
７
７
３・６
６
６
５

F
７
７
３・６
７
１
０

山
岳
遭
難
救
助
隊
員
の
募
集

　
南
魚
沼
市
山
岳
遭
難
救
助
隊
は
、

八
海
山
・
中
ノ
岳
・
裏
巻
機
・
大

倉
・
大
崎
・
荒
山
・
巻
機
山
救
助

隊
の
７
隊
で
編
成
さ
れ
、
登
山
道

整
備
活
動
や
山
岳
遭
難
発
生
時
の

救
助
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
報
償
費
支
払
い
・
保
険
加

入
あ
り
）

　
随
時
、
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
山
が
好
き
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

商
工
観
光
課☎

７
７
３・６
６
６
５

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
を

考
え
る
巡
回
パ
ネ
ル
展

　
拉
致
問
題
や
特
定
失
踪
者
の
問

題
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
県
と
共
催
で

巡
回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
解
決
を
願
う
声

が
、
な
に
よ
り
も
強
い
力
に
な
り

ま
す
。
観
覧
は
無
料
で
す
。

会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

期
間　
８
月
20
日
㈫
～
30
日
㈮

展�

示
内
容　
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
、

曽
我
ミ
ヨ
シ
さ
ん
ら
拉
致
被
害

者
や
特
定
失
踪
者
の
写
真
パ
ネ

ル
問�

総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３・６
６
６
０

公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

広
告
募
集

　
市
が
記
者
会
見
な
ど
に
使
用
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
の
規
格

　
縦
２
ｍ
×
横
４
ｍ

広
告
の
規
格
・
数
量

区
画　
縦
50
㎝
×
横
50
㎝
、

　
４
色
フ
ル
カ
ラ
ー

数
量　
16
区
画
（
１
広
告
主
）

広
告
の
掲
載
位
置

　
市
公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

を
32
区
画
に
分
割
し
、
16
区
画
を

有
料
広
告
、
そ
の
他
を
市
の
区
画

と
し
て
、
交
互
に
配
置

広
告
の
掲
載
期
間

　
10
月
～
３
月
（
６
か
月
間
）

広
告
掲
載
料　
16
万
円（
６
か
月
） 

募�

集
数　
１
事
業
者
（
募
集
数
を

超
え
た
場
合
は
審
査
・
抽
選
）

締
切　
８
月
30
日
㈮

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問�・
申
秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

☎
７
７
３・６
６
５
８

丹後山登山道の刈り払い作業

ダンスフェスティバル

フリーマーケット

テント村

空き家バンクに登録しませんか？
　空き家所有者と空き家を探してい
る人をつなぐお手伝いをします！
　気軽にお問い合わせください。

【問合せ】　U&Iときめき課
☎７７３・６６５９
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く
ら
し
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健
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し
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育
て
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育
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板

相
談
・
講
座
・
催
し

相
談
・
催
し
・
募
集

令和７年４月１日からの指定管理者を募集します

農産物・特産品直売所（道の駅南魚沼敷地内） 八海山麓観光施設

事業創発拠点 ＭＵＳＵＢＩ‐ＢＡ

　地域の農産物・特産品などの提供を行い、市
民と都市生活者などとの交流の促進と農業、商
工業と観光産業が連携する拠点の創出とその基
盤の整備を図り、地域産業の振興と活性化に役
立てることができる法人・団体を募集します。
管理施設
　�直売所棟、屋外トイレ棟、休憩交流棟、その
他付随する設備
指定管理期間
　令和11年３月31日まで（４年間）

　市民と観光客の余暇活動の場を提供し、利用
者の健康増進と地域の観光振興に役立てること
ができる法人・団体を募集します。
管理施設
　�八海山麓スキー場、八海山麓サイクリングター
ミナル、八海山麓勤労者体育館、その他付随
する設備

指定管理期間
　令和10年３月31日まで（３年間）

　南魚沼市での起業・創業を支援するとともに、
市内外の企業、教育機関、各種団体などの交流
を促進するための施設として地域の振興と活性
化に役立てることができる法人・団体を募集し
ます。
管理施設
　南魚沼市事業創発拠点 ＭＵＳＵＢＩ‐ＢＡ
　（ＪＲ六日町駅東口１階）
指定管理期間
　令和12年３月31日まで（５年間）

【問合せ・申込み】商工観光課
☎773・6665

就
農
・
就
業
に
興
味
の
あ
る

人
向
け
の
就
農
相
談
会

　
南
魚
沼
市
で
農
業
の
新
た
な
担

い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
就
農
希

望
者
な
ど
に
、
関
係
機
関
・
団
体

に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日�

時　
８
月
27
日
㈫ 

午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
1
時
～
８
時

会�

場　
市
役
所 

北
分
館
３
階

　
北
３
０
１
研
修
室

内�

容　
就
農
支
援
策
の
説
明
や
研

修
先
紹
介
な
ど
の
相
談
を
実
施

対�

象　
市
で
就
農
を
希
望
す
る
人

や
そ
の
家
族

費
用　
無
料

申�

電
話
か
メ
ー
ル
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
希
望
の
時

間
帯
、
相
談
内
容
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
受�

付
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

締
切　
８
月
20
日
㈫

問�

農
林
課 

農
業
振
興
係

☎
７
７
３・６
６
６
３

nougyou@city.minamiuonuma.lg.jp

首
都
圏
な
ど
の
若
者
の
短
期

就
労
者
受
入
れ
事
業
所
の
募
集

　
市
で
は
、
総
務
省
事
業
「
ふ
る

さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
を

実
施
し
、
就
労
者
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
を
募
集
し
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
は
、
主
に
首
都
圏
な
ど
の
若

者
が
市
内
に
２
週
間
程
度
働
き
な

が
ら
滞
在
し
、
併
せ
て
市
民
と
の

交
流
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
で
す
。

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も

に
将
来
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
（
予
定
）

　
夏
季　
８
月
上
旬
～
９
月
下
旬

　
冬
季　
２
月
上
旬
～
３
月
下
旬

就
労
者
の
賃
金

　
事
業
所
の
規
定
に
よ
り
直
接
就

労
者
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

就
労
者
の
送
迎

　
原
則
、
市
ま
た
は
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
事
業
受
託
者
で
対
応
し

ま
す
。

問
・
申
Ｕ
＆
Ｉ
と
き
め
き
課

☎
７
７
３・６
６
５
９

共通事項
募集期間　８月１日㈭～８月30日㈮
　午前８時30分～午後５時15分
　（土・日曜日、祝日を除く）
募集要項配布・申請受付窓口
　商工観光課
※�詳しくは、募集要項など（市ウェブサイト
からダウンロード可）をご覧ください
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く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

カ
ー
ド
の
発
行
日
か
ら
10
回
目
の

誕
生
日
ま
で
有
効
で
す
が
、
電
子

証
明
書
は
５
回
目
の
誕
生
日
が
有

効
期
限
で
す
。

　
有
効
期
限
が
近
づ
く
と
住
民
票

住
所
（
転
送
不
可
）
に
更
新
の
案

内
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
更
新

手
続
き
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

更
新
手
続
き
を
し
な
い
場
合

　
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
を
過

ぎ
た
場
合
、
再
発
行
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

※�

電
子
証
明
書
の
更
新
手
数
料
は

無
料
。
有
効
期
限
は
カ
ー
ド
表

面「
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

手
続
き
で
き
る
場
所　
本
庁
舎 

　

�

市
民
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー

持
ち
物

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
暗
証
番
号

※�

暗
証
番
号
を
忘
れ
た
場
合
、
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
１

点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
）
と
、
そ

の
他
の
本
人
確
認
で
き
る
書
類

１
点
（
健
康
保
険
証
、
年
金
手

帳
、
氏
名
と
生
年
月
日
記
載
の

診
察
券
な
ど
）
が
必
要
で
す

問�

市
民
課�

☎
７
７
３・６
６
６
１

緊
急
情
報
を
固
定
電
話
に

配
信
し
ま
す

　
災
害
時
な
ど
に
は
、
市
か
ら
避

難
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。
防

災
ラ
ジ
オ
や
メ
ー
ル
で
情
報
を
得

ら
れ
な
い
場
合
、
固
定
電
話
を
登

録
す
る
と
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
緊
急
情
報
が
流
れ
ま
す
。
避
難

行
動
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
（
発
信
す
る
内
容
は
、
防
災
ラ

ジ
オ
や
、
防
災
メ
ー
ル
で
配
信
す

る
内
容
と
同
じ
も
の
で
す
）

費
用　
無
料

条
件

・�

防
災
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
い
な
い
人

・�

携
帯
電
話
で
防
災
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
が
で
き
な
い
人

問�

総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３・６
６
６
０

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

等
設
置
補
助
金
事
業

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
等

設
置
補
助
金
事
業
の
２
次
募
集
を

行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　
9
月
2
日
㈪
～
30
日
㈪

補
助
金
額
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

　
対
象
経
費
の
１
／
４
以
内
の
額

　
（
上
限
8
万
円
）

募
集
予
定
額

　
64
万
円
（
8
台
程
度
）

注
意
事
項

・
予
定
額
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

・�

交
付
決
定
前
に
設
置
工
事
に
着

手
し
た
場
合
は
対
象
外

・�

設
置
完
了
後
30
日
以
内
か
令
和

7
年
3
月
31
日
㈪
の
い
ず
れ
か

早
い
日
で
実
績
報
告
書
、
請
求

書
を
提
出

・�
令
和
6
年
度
の
追
加
募
集
な
し

・�

交
付
決
定
後
に
補
助
金
を
辞
退

し
た
場
合
、
翌
年
度
の
補
助
申

請
は
不
可
。（
た
だ
し
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
る
辞
退
の

場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

※�

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問�

環
境
交
通
課☎７

７
３・６
６
６
６

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

飼
育
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
犬
の
飼
育
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い

主
に
と
っ
て
は
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
、
不
快
に
思
う
人
も
い
ま
す
。

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
は
、
飼
い
主

の
責
務
で
す
。
特
に
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

問�

環
境
交
通
課☎

７
７
３・６
６
６
６

令
和
６
年
全
国
家
計
構
造

調
査
を
実
施
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
世
帯
の
消
費
や

所
得
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
家
計
構

造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の

目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
正
確

な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
・
方
法

　
８
月
上
旬
以
降
、
県
知
事
の
任

命
を
受
け
、「
調
査
員
証
」
を
携

帯
し
た
統
計
調
査
員
が
対
象
地
区

の
世
帯
を
訪
問
し
、
世
帯
人
数
な

ど
を
聞
き
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、

対
象
地
区
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た

48
世
帯
を
統
計
調
査
員
が
再
訪
問

し
、
調
査
票
を
手
渡
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
利
用

　
回
答
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は

統
計
法
に
基
づ
き
厳
守
さ
れ
、
統

計
作
成
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使

用
し
ま
せ
ん
。

問�

企
画
政
策
課☎

７
７
３・６
６
７
２

民
生
委
員・児
童
委
員
の
委
嘱

　
塩
沢
地
域
の
塩
沢
地
区
〔
思
川
、

片
田
〕
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
８
月
１
日
付
で
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

氏
名　
上
村 

良
男
さ
ん

☎
７
８
２・１
５
９
４

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
み

な
さ
ん
の
立
場
で
心
配
ご
と
や
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

問�

福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

く
ら
し・健
康・福
祉

・�

犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
散
歩
中
は
必
ず

リ
ー
ド（
引
き
綱
）を
付
け
、

ま
た
定
期
的
に
リ
ー
ド
を
点

検
・
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

・�

散
歩
中
に
フ
ン
を
し
た
と
き

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ

て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
水
を
入
れ
た
ペッ
ト
ボ
ト

ル
を
持
ち
歩
き
、
尿
を
し
た

後
は
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。
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・
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障
が
い
者
や
難
病
患
者
な
ど
に

対
し
て
福
祉
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

　
給
付
は
、
補
装
具
と
日
常
生
活

用
具
の
２
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

用
具
の
品
目
は
障
が
い
の
種
類
や

程
度
に
よ
り
ま
す
。

　

品
目
ご
と
に
基
準
額
が
あ
り
、

原
則
と
し
て
基
準
額
（
見
積
額
が

基
準
額
を
下
回
る
場
合
は
見
積

額
）
の
１
割
の
自
己
負
担
が
あ
り

ま
す
。（
所
得
に
応
じ
負
担
上
限

額
あ
り
）

注
意
事
項

・
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

・�

介
護
保
険
制
度
で
福
祉
用
具
の

貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
対
象
外
。

・�

必
ず
購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

補
装
具

　
身
体
障
が
い
児
・
者
の
身
体
の

欠
損
や
損
な
わ
れ
た
身
体
機
能
を

補
完
・
代
替
す
る
用
具
の
購
入
、

修
理
、
借
受
け
に
必
要
な
費
用
を

支
給
し
ま
す
。

補
装
具
の
例

　
義
肢（
義
手
、義
足
）、装
具（
上

肢
、
体
幹
、
下
肢
）、
視
覚
障
が

い
者
用
安
全
杖
、
義
眼
、
眼
鏡
、

歩
行
器
、
補
聴
器
、
車
い
す
、
座

位
保
持
装
置
、
重
度
障
が
い
者
用

意
思
伝
達
装
置
ほ
か

対�

象　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
、
難
病
患
者

な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
、
補
装
具
費
支
給
意
見

書
、
見
積
書
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
難
病
患
者
な
ど
は
診
断
書
か
特

定
医
療
費
受
給
者
証
も
必
要
）

日
常
生
活
用
具

　

在
宅
で
生
活
す
る
障
が
い
児
・

者
と
難
病
患
者
に
日
常
生
活
用
具

を
給
付
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
例

・�

視
覚
障
が
い
：
点
字
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
、
時
計
な
ど

・�

聴
覚
障
が
い
：
屋
内
信
号
装
置
、

人
工
内
耳
用
電
池
な
ど

・�

肢
体
不
自
由
：
体
位
変
換
器
、

訓
練
ベ
ッ
ド
な
ど

・�

呼
吸
器
機
能
障
が
い
：
ネ
ブ
ラ

イ
ザ
ー
、
電
気
式
た
ん
吸
引
器
、

酸
素
ボ
ン
ベ
運
搬
車

・�

ぼ
う
こ
う
、直
腸
機
能
障
が
い：

ス
ト
ー
マ
用
装
具

・�

知
的
障
が
い
：
頭
部
保
護
帽

対�

象　
在
宅
の
心
身
障
が
い
児
・

者
、
難
病
患
者
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
、
見
積
書
、
カ
タ
ロ
グ

な
ど
の
写
し
、
身
体
障
害
者
手
帳

か
療
育
手
帳
（
難
病
患
者
な
ど
は

診
断
書
か
特
定
医
療
費
受
給
者
証

も
必
要
）

問�

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

F
７
７
３・６
７
２
３

９
月
１
日
か
ら
使
用
す
る

県
障
の
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
（
県
障
）
の
新
し
い
受
給
者
証

を
、
対
象
者
に
８
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

（
県
障
）
と
は

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
～
３

級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か

の
交
付
が
あ
る
人
に
新
潟
県
が
医

療
費
助
成
を
行
う
制
度
で
す
。

※�
助
成
を
受
け
る
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問�

福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
戦
没

者
を
追
悼
し
、世
界
恒
久
平
和
祈

念
の
黙
と
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
家
庭
、
職
場
な
ど
で
、
原
爆
に

よ
る
死
没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥
福

と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
っ

て
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

日
時

・
８
月
６
日
㈫ 

午
前
８
時
15
分

・
８
月
９
日
㈮ 

午
前
11
時
２
分

・
８
月
15
日
㈭ 

正
午

非
核
平
和
ぬ
り
絵
展

　
非
核
平
和
を
テ
ー
マ
に
、
市
内

在
住
の
児
童
が
制
作
し
た
ぬ
り
え

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

会�

場　
南
魚
沼
市
図
書
館 

展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

南
魚
沼
市
非
核
平
和
集
会

　
市
は
、「
非
核・平
和
宣
言
都
市
」

と
し
て
、
平
成
17
年
に
南
魚
沼
市

非
核
平
和
委
員
会
を
設
立
し
て
、

毎
年
８
月
９
日
に
非
核
平
和
集
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
集

会
で
は
、
太
平
洋
戦
争
の
映
像
記

録
を
上
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日�

時　
８
月
９
日
㈮　
午
後
６
時

30
分
～（
受
付　
午
後
６
時
～
）

会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

費
用　
無
料

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問�
総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３・６
６
６
０

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

栄
養
教
室　
参
加
者
募
集

　
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
食
を

通
じ
て
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
食
育
に

興
味
が
あ
る
人
、
食
生
活
を
改
善

し
た
い
人
、
話
を
す
る
の
が
好
き

な
人
、
栄
養
教
室
を
受
講
し
て
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対�

象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
教

室
終
了
後
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

※
す
べ
て
の
回
に
参
加
で
き
る
人

日
時　

　
第
１
回 

10
月
４
日
㈮

　
第
２
回 

10
月
29
日
㈫

　
第
３
回 

11
月
14
日
㈭

　
第
４
回 

12
月
４
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

会
場　
塩
沢
公
民
館　

費
用　
調
理
実
習
材
料
費
実
費

内�

容　
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活

動
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、

講
義
や
調
理
実
習
、
運
動
の
体

験
な
ど
で
学
び
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い

締
切　
９
月
13
日
㈮

問�・
申
保
健
課☎

７
７
３・６
８
１
１

障
が
い
者
へ
の
福
祉
用
具
の
給
付
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令和６年度 南魚沼市価格高騰緊急支援給付金【10万円給付金】

定額減税調整給付金

　令和６年度から新たに住民税非課税などになった世帯に給付金を支給します。
　対象となる世帯には「お知らせ通知」を発送しました。

　定額減税しきれないと見込まれる人に対して、「調整給付金」として支給します。
　対象となる人には８月下旬（予定）に「お知らせ通知」または「確認書」を発送します。

対象者
　６月３日時点で、市に住民登録があり（外国人
を含む）、次のいずれかに該当する世帯
・令和６年度新たに住民税非課税となる
・�令和６年度新たに住民税均等割のみ課税となる
※�「令和６年度住民税均等割のみ課税者」は定額
減税前の金額で判断します
次のいずれかに該当する場合は対象外
・�令和５年度南魚沼市価格高騰緊急支援給付金支
援対象世帯または当該世帯の世帯主であった人
を含む世帯　
・�世帯員全員が、令和６年度住民税均等割課税者
に扶養などされた者のみで構成された世帯（扶
養などには専従者含む）
・�すでに令和６年度住民税非課税世帯などに対す
る物価高騰対策支援給付金（10万円）と同じ趣
旨の給付金を他の自治体で受給した世帯、また
は当該世帯の世帯主であった人を含む世帯

対象者
　定額減税の対象者で、定額減税可能額が「令和
６年分推計所得税額」または「令和６年度分個人
住民税所得割額」を上回る（減税しきれない）と
見込まれる人
定額減税可能額とは
　納税義務者本人と扶養親族数（控除対象配偶者
と16歳未満の扶養親族を含む）に基づき算定しま
す。
・所得税分＝３万円×減税対象人数
・個人住民税所得割分＝１万円×減税対象人数
※�減税対象人数とは、納税者本人＋控除対象配偶
者＋扶養親族（16歳未満を含む）の数です。な
お、国外居住者は除きます
給付額　定額減税しきれない額
　　　　（１万円単位に切り上げ）

給付額（口座振込）　１世帯あたり10万円
※�対象世帯のうち、18歳以下の児童がいる場合は、
児童１人あたり５万円を給付します

申請手続き
　「お知らせ通知」が届いた世帯：申請不要
　�「確認書」・「申請書」が届いた世帯：届いた書類
に必ず必要事項を記入し、身分証明書と振込先
がわかる書類のコピーを添付し、返信用封筒で
返送ください。

※�お知らせ通知に記載の振込口座を変更する場合
や受給を辞退する場合は、８月15日㈭までに給
付金事務局にお申し出ください。口座を変更し
た場合の振込日は、９月10日㈫以降です

申請期限　９月30日㈪
振込予定日
　�「お知らせ通知」が届いた世帯：８月28日㈬
　�「確認書」・「申請書が届いた世帯」：９月10日㈫
以降順次振り込みます。

※�書類に不備などがあると、振込予定日以降にな
る場合があります

申請手続き
　�「お知らせ通知」が届いた人（公金受取口座など
の登録がある人）：申請不要

　�受取の辞退、口座の変更、疑義がある場合は書
類の提出が必要ですので、ご連絡ください。

　�「確認書」が届いた人（上記以外の人）：必要事
項を記入し、確認書を提出してください。

申請期限　10月31日㈭
振込予定日
　「お知らせ通知」：９月下旬（予定）
　「確認書」：確認書提出から１か月程度（予定）
※�書類に不備などがあると、振込予定日以降にな
る場合があります

注意事項
・給付対象外の人には通知を発送しません。
・�電話でのお問い合わせは、本人確認ができない
ため、一般的な説明となります。詳細を知りた
い場合は、本人確認書類を持参し、税務課にお
こしください。

問・申給付金事務局（福祉課 厚生福祉係）☎７７３・６８０６

問・申定額減税調整給付金事務局（税務課）☎７７５・７３７０

詳しくはこちら

詳しくはこちら
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く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

ヘルプマーク・ヘルプカードを配布しています

受取方法　配布窓口にお申し出ください。申込者１人につき、１枚を配布します。
※申込みは、本人か家族（支援者などの代理人可）に限ります
配布窓口　福祉課 障がい福祉係、大和・塩沢市民センター　費用　無料

ヘルプマークとは
　義足や人工関節を使用している、心臓や呼吸器
など体内に障がいがある、妊娠初期など、外見で
は分からなくても援助や配慮を必要としている人
たちが、そのことを周囲の人に知らせることで援
助を得やすくなるよう、作成されたマークです。（赤
字に白のプラスとハートのマーク）

ヘルプマークを身につけた人を見かけたら
電車やバスの中で、席をお譲りください
　外見では健康に見えても、疲れやすかったり、
つり革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つこ
とが困難な人がいます。
災害時は、安全に避難するための
支援をお願いします
　視覚や聴覚などの障がいにより
状況把握が難しい人、肢体不自由
などにより自力で迅速な避難が困
難な人がいます。

ヘルプカードとは
　援助や配慮を必要としている人が、いざという
ときに必要な支援や配慮を周囲の人にお願いする
ためのカードです。あらかじめカードに「お願い
したいこと」を掲載しておき、災害や緊急の時、
周囲の人に手助けを求めたい時などに提示して手
助けを求めることができます。

ヘルプカードを提示されたときは
　カードに書かれている「お願いしたいこと」を
確認し、内容に沿った支援をお願いします。

問・申福祉課 障がい福祉係　☎７７３・６６６７　 F７７３・６７２３

ヘルプマーク ヘルプカードの中面 ヘルプカードの表面

第
17
回
八
色
の
森
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ 

参
加
者
募
集

　
緑
豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、

八
色
の
森
周
辺
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
南
魚
沼
健
康
ポ
イ
ン
ト
対

象
事
業
で
す
。
保
健
師
や
栄
養
士

か
ら
、
運
動
と
健
康
の
豆
知
識
の

話
も
あ
り
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
後
、
参
加
者
に
「
お
に

ぎ
り
」
と
「
き
の
こ
汁
」
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
23
日
（
月
・
祝
）

　
受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

　
出�

発　
午
前
９
時
30
分
～
コ
ー
ス

毎
に
順
次

　
終
了 

正
午

※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止

集�

合　
八
色
の
森
公
園
（
車
で
の

来
場
は
、
八
色
の
森
公
園
中
央　

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

コ
ー
ス　

八
色
の
森
公
園
周
辺
コ
ー
ス

　
５
．５
㎞
、
10
㎞　

　
コ
ー
ス
の
一
部
に
未
整
備
の
道

や
、
階
段
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

５
．５
㎞
に
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
門
も
あ
り
ま
す
。

八
色
の
森
公
園
内
周
回
コ
ー
ス

　
約
１
時
間
30
分
で
、
説
明
を
聞

き
な
が
ら
園
内
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

費
用　
１
人
７
０
０
円　

※�
小
学
生
未
満
は
無
料
。
申
し
込

み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
し

ま
せ
ん

申�

込
先　
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、生

涯
ス
ポ
ー
ツ
課
、大
和
・
塩
沢
公

民
館
、浦
佐
地
域
づ
く
り
協
議
会

（
雪
国
お
く
に
じ
ま
ん
会
館
内
）、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

申
込
書
配
布　
申
込
先
で
も
配
布

　

�

本
庁
舎
玄
関
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区

セ
ン
タ
ー

締
切　
９
月
10
日
㈫

そ
の
他

・�

中
学
生
で
保
護
者
が
同
伴
し
な

い
場
合
は
、
保
護
者
の
承
諾
が

必
要
。
小
学
生
以
下
は
、
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
。

・�

車
椅
子
で
参
加
す
る
場
合
は
、

協
力
者
の
同
伴
が
必
要
。

・�

熱
中
症
対
策
、
雨
具
な
ど
の
用

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
７・
３
１
１
１
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子
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て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
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給付型奨学金制度 ～令和７年度奨学生募集～
　関東在住で南魚沼市にゆかりのある人から、奨学金事業を目的とした指定寄付を受けました。
　いただいた寄付金をもとに、返済の必要がない給付型奨学金の事業を実施します。
対象者
　学業成績が優秀で、経済的な理由などにより就
学が困難な生徒や学生
募集人数
　若干名
応募資格要件
・平成17年４月２日～平成19年４月１日生まれ
・�令和７年度に大学、短大、専修学校の専門課程、
高等専門学校の第４学年への進学などを希望する
・�令和６年４月１日時点で、本人か父母などが市
に１年以上住民登録がある
・�経済的な理由などにより修学が困難である
・�高等学校における前年度の学年末（既卒者は最
終学年末）までの学習成績の評定について、全
履修教科の平均した値が3.5以上である
選考方法
　一次選考：書類選考　二次選考：小論文、面接

奨学金の額
・�入学準備奨学資金（20万円／１回）
・�学費等奨学資金（30万円／年額）
給付期間
　在学する大学などの正規の修業年限
提出書類
・�奨学金給付申請書
・�高等学校または高等学校卒業程度認定試験の成
績を証明できる書類

・�生計を一にする家族全員の住民票の写し（続柄
記載のもの）・市税の納税証明書（滞納のない証
明で可）

・�生活保護の受給者証（生活保護世帯のみ）
受付期間
　８月13日㈫～10月11日㈮
　（郵送の場合は10月11日㈮必着）

問・申 学校教育課☎７７３・６７００

子
育
て
・
教
育

妊
娠
・
出
産
・
育
児
な
ん
で
も
相
談
会

　
助
産
師
に
よ
る
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
産
す
る
人
、

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
人
、
里
帰
り
中

の
人
も
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日�

時　
９
月
６
日
㈮　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

会�

場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

内�

容　
妊
娠
や
出
産
、
子
育
て
、

母
乳
に
関
す
る
こ
と
や
赤
ち
ゃ

ん
の
体
重
測
定
な
ど

持�

ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
乳
房

ケ
ア
を
希
望
す
る
人
は
タ
オ
ル

３
枚

費
用　
無
料

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問�
こ
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー�

☎
７
７
５・７
９
０
２

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状

況
届
・
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
受
給
者
証
更
新
申
請

　
８
月
か
ら
各
種
手
当
な
ど
の
更

新
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
届
け

出
が
な
い
と
、
手
当
な
ど
を
継
続

し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 　

該
当
者
に
は
、
７
月
中
に
通
知

し
て
い
ま
す
。
期
間
内
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

問�

・
予
約
・
届
出　

子
育
て
支

援
課�

☎
７
７
３・６
８
２
２

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

南
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

脳
科
学
×
運
動
学
＝
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
！
ラ
イ
フ
キ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
講
習
会
（
中
級
編
）

　
脳
科
学
と
運
動
学
を
取
り
入
れ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
ラ
イ
フ
キ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
」
の
講
習
会
を
、
昨
年

よ
り
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
行
い

ま
す
。

日�

時　
８
月
21
日
㈬　
午
後
６
時

30
分
～
８
時

会�

場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー 

２
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、
選
手

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

締
切　
８
月
16
日
㈮

持�

ち
物　
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
内
履
き
（
動
き
や
す

い
服
装
）

問�

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
（
市

民
会
館
内
）

�

☎
７
７
３・６
６
３
０

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ａ
級
公
認

エ
イ
ブ
ル

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｉ
カ
ッ
プ

第
36
回
塩
沢
ジ
ャ
ン
プ
大
会

　
広
大
な
南
魚
沼
の
自
然
の
中
で

躍
動
す
る
選
手
の
勇
姿
を
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日�

時　
８
月
25
日
㈰　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

会�

場　

石
打
丸
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

〔
石
打
〕

※�

公
共
交
通
機
関
で
は
来
場
で
き

ま
せ
ん
。
自
家
用
車
か
タ
ク

シ
ー
な
ど
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

競�

技
種
目　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン

プ
（
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
Ｈ
Ｓ
86
ｍ
、

Ｋ
＝
80
ｍ
）

組�

別　
男
子
組
（
少
年
・
成
年
）、

女
子
組

そ�

の
他　
８
月
24
日
㈯　
午
前
９

時
30
分
か
ら
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

問�

塩
沢
ジ
ャ
ン
プ
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局

　
☎
７
７
３・６
６
３
０
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　

ディスポート ☎773・6620　スポパラ ☎773・3210

南魚スポーツパラダイス　第２期（９月～12月）水泳教室　参加者募集
締切８月16日㈮ 17：00まで　申込み申込書に必要事項を記入し、フロントにご提出
ください（電話での申込み不可）選考方法受付期間終了時に定員を超えた場合は、８
月20日㈫ 17：00からディスポート南魚沼２階ロビーで抽選（落選の場合のみ、当日
電話で連絡します）大人の教室は先着順で受け付け、定員に達し次第締め切ります。

26日㈪８月の休館日

新規　今年度初めて参加する人　再受講　第１期受講者　ＪＳＣ会員　ジュニアスポーツクラブ会員

南魚沼市一般介護予防事業「水中運動教室」　　　
期間9月3日～11月19日の火曜日（全10回）時
間14：00～15：00（初回と最終回は体力測定のた
め13：00～）対象65歳以上　定員30人（定員を
超えた場合は抽選）費用300円/回　受付8月16
日㈮17：00まで　申込み申込書をディスポート南
魚沼にご提出ください。（落選の場合はハガキで通
知）
ＮＥＷ 女性のための骨盤ビューティーヨガ　　　

骨盤周りの筋肉を中心にアプローチ！より快適な日
常を！　期間9月19日～11月21日の木曜日（全
10回）　時間10：00～11：00　対象20～60歳程
度の女性　定員10人（先着順）　受講料会員：無料、
一般：6,000円　受付8月1日㈭ 9：00～

トレーニングマシン使用法講習会
日時8月18日㈰　12：00～13：30　対象中学生以上　
定員6人（先着順）受講料会員：無料、一般：200円　
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）　持ち物
運動着、室内用運動靴、タオル、飲み物　受付ディスポー
ト南魚沼（電話申込み可）
スラックライン講習会

日時8月28日㈬　17：30 ～ 18：30（雨天中止）　対
象だれでも（未就学児の場合は、保護者の付き添いが
必要）　定員10人（先着順）　受講料会員新規：無料（2
回目以降は200円）、一般：200円　※施設利用料
100円が別途必要（定期券可）持ち物運動着、運動靴、
タオル、飲み物　受付ディスポート南魚沼（電話申込
み可）

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

新キャラクター
が登場！
ディスポートで
名前を募集中！

締め切り後、定員に空きのあるコー
スは、８月21日㈬9：00～31日㈯
21：00まで、先着順で追加募集を行
います。（２教室目の申し込みも可）

共通事項
・保険料は、年会費・受講料に含まれます（当該教室時のみ有効）
・受講料のほかにプール入場料が別途必要（お得な定期券もあり）
・都合により、日程・回数・料金などが変更になる場合あり

コース 開催曜日・時間
全12回（ミニアクアのみ10回） 参加対象者・内容 受講料

会　員 一　般

水
　
泳
　
教
　
室

親　子 土曜日　12：00～12：50
対象：�9月末日で3歳以上の未就学児（オム

ツが外れている）と保護者
内容：親子で遊びを通じて水慣れ

新　規
無　料
再受講

2教室目
5,700円 １教室

につき
7,200円

ミニアクア
のみ

3,000円

幼　児 水曜日～土曜日 全5コース
時間は曜日により異なります

対象：9月末日で5歳以上の未就学児
内容：水慣れから初歩のクロール

初　級 火曜日～土曜日　全9コース
時間は曜日により異なります

対象：�小学生　内容：水慣れ・顔つけから、
中級コースをめざします 新　規

無 料

再受講
2教室目
5,700円

JSC会員
5,000円

JSC会員
再受講

5,700円

2教室目が
ミニアクア
2,400円

中級・上級（小・中学生の経験者対象）も募集します

レディース 火曜日　11：00～12：00
木曜日　11：00～12：00

対象：16歳以上の女性
内容：水慣れから4泳法まで

一　般
水曜日　19：00～20：00 対象：中学生以上

内容：水慣れから４泳法まで

金曜日　13：00～14：30 対象：16歳以上
内容：4泳法のフォームの改善等

シニア 水曜日　14：00～15：00 対象：概ね60歳以上
内容：水慣れからクロール、4泳法

水
中
運
動
教
室

アクア
エクササイズ 水曜日　11：10～12：00 対象：16歳以上

内容：�軽快な音楽のリズムに合わせ体を動か
しますミニアクア

エクササイズ 木曜日　14：20～14：50

水中歩行 金曜日　11：00～12：00 対象：16歳以上
内容：水の抵抗を利用した筋力・体力アップ
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《よみもの》
・定命（瀬戸内　寂聴）
・令和元年の人生ゲーム（麻布競馬場）
・俺たちの箱根駅伝　上・下（池井戸　潤）
・海を破る者（今村　翔吾）
・われは熊楠（岩井　圭也）
・笑う森（荻原　浩）
・グリフィスの傷（千早　茜）
・ルーマーズ俗（堂場　瞬一）
・クスノキの女神（東野　圭吾）
・関心領域（マーティン・エイミス）
・愚か者の石（河崎　秋子）

夏のこわ～いおはなし会 　
◎小学１、２年生の部　日８月５日㈪、６日㈫
◎小学３～６年生の部　日８月７日㈬、８日㈭
共通事項
会図書館　多目的室　受付17：45
時18：00～18：45　定各20人（先着順）
申電話またはサービスカウンターへ

大人のための夏の怖いお話会
日８月23日㈮　会図書館　多目的室
開場17：30　時18：00～19：00　定50人
対中学生以上

【８月の開館日時】
南魚沼市　㊊～㊎9：30～20：00（㊏㊐㊗19：00まで）
休館：１日㈭、15日㈭
大　　和　☎777・4671  ㊋～㊎9：00～20：00

（㊊17：00まで、㊏㊐㊗19：00まで）
塩　　沢　☎782・0100　㊋～㊎9：00～20：00

（㊊17：00まで、㊏㊐㊗19：00まで）

問 問合せ　　申 申込み　　日 日時　　時 時間　　会 会場　　対 対象　　定 定員　　費 費用　　内 内容

《その他》
・越佐ふるさと峠みち（関田　雅弘）
・日本初の女性裁判所長三淵嘉子
・シニアが陥る50の危険
　特殊詐欺から大地震、転倒まで（三菱総合研究所）
・天気予報が楽しくなる空のしくみ（荒木　健太郎）
・笑って健康と幸せをつかむ24の方法（鎌田　實）
・レシピの役には立ちません（阿川　佐和子）
・観るまえに読む大修館スポーツルール2024
・力道山未亡人（細田　昌志）
・終活大全
　相続・遺言・介護の悩み解決（福村　雄一）

みみんんななのの図書館図書館

新着図書の一部を紹介　※新着図書は、Ｗｅｂ ＯＰＡＣで確認できます

テーマ展示
　「栄養＆野菜の日」「平和を考える」「山の日」「暑
さも忘れる怖い話」「おばけ」など。

南魚沼市図書館
Facebook

問・申 南魚沼市図書館
☎７７３・６６７７

夏休み特別企画

巡回図書をご利用ください
塩沢図書室 ７月18日㈭に200冊入れ替えました。
大和図書室 ８月15日㈭に入れ替え予定です。

毎週
水曜日

絵本のへや
時11：00～11：30　会図書館 児童コーナー
対乳幼児・保護者

４㈰
おはなしのじかん
時11：00～11：30　会図書館 児童コーナー
対乳幼児・保護者ほか

10㈯

ＤＶＤ上映会
「タニケンののりものすごいぞ！　はこぶくるま」
時10：30～11：18（48分）　会図書館 多目的室
対子ども・一般

17㈯

読書のつどい「おばけ」
時10：30～11：15　会図書館 多目的室
対幼児・小学生・保護者ほか
内大型絵本「ばけばけばけばけ　ばけたくん」など

20㈫
いきいき終活セミナー
時13：30～15：00　会図書館 多目的室
対一般　定30人　申電話またはサービスカウンターへ

22㈭

プラチナデイＤＶＤ上映会
「オーロラ爆発を追え　カナダ極北神秘の光」
時10：00～11：27（87分）　会図書館 多目的室
対一般・高齢者

23㈮

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
夏の風物詩！自分だけの打ち上げ花火をつくって遊ぼう！
時10：00～11：30　会大和公民館 １階和室
対乳幼児・保護者　費無料
内手袋人形、絵本、パネルシアター、工作など
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鈴木牧之記念館 トミオカホワイト美術館

今泉記念館アートステーション

池田記念美術館

南魚沼市民会館

☎・FAX  782･9860
入館料  一般500円／小中高250円（市内小・中学生はいつでも無料)

☎ 783･4500　FAX 783･3388
入館料  一般500円／小中高250円（市内小・中学生は無料）

☎ 780･4080　FAX 777･3815
入館料  一般500円／高校生以下無料

☎ 773･5500　FAX 772･8161

開館 9：00～17：00（入館終了16：30)
８月の休館：6日㈫、20日㈫、27日㈫

開館 9：00～17：00（入館終了16：30)
８月の休館：21日㈬、28日㈬

開館 ９：00～17：00（入館終了16：30まで）
８月は毎日開館します

開館 ９：00～17：00（入館終了16：30）
８月の休館：毎週水曜日

受付 ８：30～17：15
８月の休館：5日㈪、13日㈫、19日㈪、26日㈪

夏休みナットク体験「藍染め・織物体験」
日時　８月3日㈯・4日㈰ 9：00〜16：00
　越後上布糸作り（苧

お

引き）実演もあります。詳し
くは、お問い合わせください

共催　市教育委員会　協力　越後上布技術保存協会　
ミニ企画展「北越雪譜の物語りPart3」

期間　9月2日㈪まで（会期中、市民は観覧無料）
夏に雪を食べる「削

けずりひ

冰」 、冬の奇祭「堂押」、「苗場
山」の話など『北越雪譜』の物語を紹介します。

富岡惣一郎没後30年
「トミオカホワイトの世界」
期間　11月19日㈫まで
桑原大樹「幻想の眺望展」

期間　8月3日㈯ 10：00～31日㈯ 15：00
会場　ギャラリー（入場無料）
トミオカの技法体験 参加者募集！

版画体験教室
日時　8月17日㈯ ①10：00～11：30
　　　　　　　　  ②13：30～15：00
スクラッチアート体験教室
日時　8月18日㈰ 9：30～11：00
共通事項　定員　各8人　参加費　各700円
能楽小鼓体験教室 参加者募集！

日時　8月18日㈰ 13：30～15：00
定員　15人　参加費　1,000円
講師　観世流 小鼓方 鳥山直也さん
各種体験教室申込み　電話でお申し込みください。

常設展「棟方志功の世界」
　棟方志功の代表作「二菩薩釈迦十大弟子」をはじ
め、当館所蔵の棟方板画を紹介します。
企画展「え・かお・わたし」

期間　11月10日㈰まで
　当館所蔵作品の中から、「顔」が描かれた作品を
中心に、家たちが描く顔について展示します。
展示作家　ピカソ、シャガール、ウォーホル、藤田
嗣治、梅原龍三郎、絹谷幸二 他

第25回記念　八海山夢展
期間　8月31日㈯まで
　魚沼の美術家を中心に、絵画・書道・写真・水石・
工芸の5部門約100人が出展します。
同時開催 第７回八海山ジュニア展
関連イベント　参加費　各500円
水石解説会　日時　8月3日㈯14：00～15：00
うちわにマーブリング＆書道・体験会
日時　8月4日㈰10：00～12：00

令和６年度 優秀映画鑑賞推進事業
時代劇名作品集

　阪妻、右太衛門、長谷川一夫、鶴田浩二、時代劇
の醍醐味を思う存分楽しめる、スター出演の有名作
をお楽しみください。
８月31日㈯
９：30 ～ 大江戸五人男
12：30 ～ 銭形平次捕物控
　　　　  からくり屋敷
14：10 ～ 赤穂浪士
９月１日㈰
９：30 ～ 赤穂浪士
12：50 ～ 次郎長三国志
14：50 ～ 銭形平次捕物控
　　　　  からくり屋敷
会場　市民会館 多目的ホール
入場料　（全席自由）2日間通し券1,000円、
　1回券（1作品）500円、小学生以下無料
※当日券のみ（市民会館で販売）
おんがくだいすき♪～うおすいサマーコンサート～

日時　８月24日㈯ 開演13：30 ～（開場13：00）
会場　市民会館 多目的ホール　定員　100人
入場料　無料（未就学児は保護者同伴）
申込み　申込みフォームからお申し込み
ください。（定員になり次第終了）

☎ 775･3646　FAX 775･3650
入館料  一般500円／小中高250円（市内小・中学生は無料）
市民無料の日　８日㈭、18日㈰

赤穂浪士

銭形平次捕物控 からくり屋敷

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ



市報 みなみ魚沼　2024.8 20

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

相
談
・
催
し
・
募
集

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲

示

板

掲

示

板

地
元
中
学
生
に
よ
る
主
張
大
会

新
潟
県
で
は
、「
令
和
６
年
度
新

潟
県
少
年
の
主
張
大
会 

わ
た
し

の
主
張 

南
魚
沼
地
区
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
南
魚
沼
市
と
湯
沢

町
の
中
学
生
が
、
日
ご
ろ
生
活
の

中
で
考
え
て
い
る
こ
と
、
未
来
の

夢
、
社
会
へ
の
提
言
を
発
表
し
ま

す
。
中
学
生
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
聞
き
に
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。　
日
８
月
８
日
㈭　
午
前
９

時
30
分
～
正
午　
会
湯
沢
町
公
民

館
〔
湯
沢
町
〕　
問
南
魚
沼
地
域

振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部 

地
域

福
祉
課　
☎
７
７
２・８
１
３
８

問問合せ　申申込み　日日時　　期期間
時時間　　会会場　　対対象　　資資格
定定員　　費費用　　〆締切　　内内容
講講師　　相相談員　持持ち物　他その他
F ファックス　 メール 

国や県、公的団体など
からのお知らせです。
詳しくは、各問合せ先
にご確認ください。

掲示板掲示板

第
９
回 

え
む
ろ
っ
く

え
む
ろ
っ
く
は
、
南
魚
沼
市
立
総

合
支
援
学
校
と
つ
な
が
り
の
あ
る

音
楽
好
き
が
参
加
す
る
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
楽

し
く
ゆ
る
い
ス
テ
ー
ジ
を
、
ぜ
ひ

会
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　

日
８
月
11
日
㈰　
午
前
10
時
～
午

後
３
時　
会
南
魚
沼
市
立
総
合
支

援
学
校　
集
会
室　
他
観
覧
は
無

料
で
す
。
出
演
者
や
タ
イ
ム
テ
ー

ブ
ル
な
ど
、
詳
し
く
は
総
合
支
援

学
校
後
援
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
問
総
合
支

援
学
校
後
援
会
事
務
局　
☎
７
７

３・３
７
７
０

し
ゃ
く
な
げ
湖
ま
つ
り

森
林
や
ダ
ム
の
も
っ
て
い
る
自
然

豊
か
な
空
間
や
、
社
会
生
活
に
お

け
る
役
割
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
多

く
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
ま

す
。　
日
８
月
４
日
㈰　
午
前
10

時
～
午
後
３
時　
会
三
国
川
ダ
ム
、

わ
ら
び
の
運
動
公
園　
内
三
国
川

ダ
ム
監
査
廊
の
見
学
、
木
工
教
室
、

魚
の
つ
か
み
取
り
、
メ
ダ
カ
す
く

い
、
屋
台
村　
問
し
ゃ
く
な
げ
湖

畔
開
発
公
社　
☎
７
７
４・
２
２

０
０

魚
沼
基
幹
病
院

「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
」

日
９
月
８
日
㈰　
午
後
１
時
30
分

～
４
時　
会
魚
沼
基
幹
病
院　
費

無
料　

第
１
部 

講
演
会
「
が
ん

治
療
を
続
け
る
た
め
に
～
活
用
で

き
る
障
害
年
金
制
度
～
」　
講
南

木
一
恵
さ
ん
（
南
木
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
）　

対
だ
れ
で
も　

第
２
部 

お
し
ゃ
べ
り
会　
対
が

ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
経
験

者
の
み　
※
詳
し
く
は
、
魚
沼
基

幹
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い　
問
・
申
魚
沼
基
幹
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
７

８
８・０
１
９
６

信
濃
川
・
大
河
津
分
水

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

母
な
る
大
地
、
越
後
平
野
に
恵
み

を
も
た
ら
す
信
濃
川
と
治
水
の
要

と
し
て
私
た
ち
を
守
る
大
河
津
分

水
の
魅
力
を
広
く
紹
介
し
、
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。　
問
・
申
信
濃
川

河
川
事
務
所 

調
査
課　
☎
０
２

５
８・３
２・３
２
４
３

魚
沼
圏
域
高
次
脳
機
能
障
害

「
家
族
の
つ
ど
い
」

高
次
脳
機
能
障
害
は
、
外
見
か
ら

は
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
本
人
や

家
族
は
戸
惑
い
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
日
ご
ろ

の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。　
日
９
月
４
日
㈬　
午
後

１
時
30
分
～
３
時　
会
南
魚
沼
地

域
振
興
局
１
階 

講
堂　
対
高
次

脳
機
能
障
害
者
の
家
族　
定
10
人　

〆
８
月
30
日
㈮　
問
・
申
南
魚
沼

地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課　
☎
７
７
２・
８
１

３
７

「
安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
０
０
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

運
転
免
許
が
あ
る
５
人
１
組
で
、

１
０
０
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反

を
め
ざ
し
ま
す
。
県
内
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人
が
参
加
で
き
ま

す
。
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
、
抽

選
で
旅
行
券
や
温
泉
宿
泊
券
な
ど

が
当
た
り
ま
す
。　
期
９
月
23
日

（
月
・
祝
）～
12
月
31
日
㈫
の
１
０

０
日
間　
費
１
チ
ー
ム　

１
，０

０
０
円　
〆
８
月
31
日
㈯　
申
申

込
書
に
参
加
費
を
添
え
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
窓
口
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
他
申

込
書
は
環
境
交
通
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

（
新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）　
問
安
全
運
転
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
実
行
委
員
会

事
務
局
（
県
庁
内
）　
☎
０
２
５・

２
８
０・５
１
３
６

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・チ
ャ
レ
ン

ジ
１
０
０
」参
加
チ
ー
ム
募
集

県
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
５
人
１

組
で
、
１
０
０
日
間
の
無
事
故
・

無
違
反
を
め
ざ
し
ま
す
。
高
齢
者

が
交
通
事
故
に「
あ
わ
な
い
」「
起

こ
さ
な
い
」
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
、
抽

選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
な
ど
が
当

た
り
ま
す
。（
運
転
免
許
が
な
い

人
も
参
加
可
）　

期
９
月
23
日

（
月
・
祝
）
～
12
月
31
日
㈫
の
１

０
０
日
間　
費
１
チ
ー
ム　
５
０

０
円　
〆
８
月
16
日
㈮　
申
南
魚

沼
交
通
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書

に
参
加
費
を
添
え
て
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
問
南
魚
沼
交
通
セ

ン
タ
ー　
☎
７
７
３
・
６
５
２
４
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く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

相
談
・
催
し
・
募
集

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲

示

板

掲

示

板

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

用
い
た
救
急
法
を
学
び
ま
せ
ん

か
？　
日
９
月
８
日
㈰　
午
前
９

時
～
午
後
１
時　
会
塩
沢
公
民
館

対
15
歳
以
上　
定
８
人（
先
着
順
）

費
１
，５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
）　
〆
８
月
23
日
㈮　
申
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※

動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い　
問
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
地
域
福
祉
係
）　
☎
７
７

３・６
９
１
１

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
目
指

し
て
～
合
理
的
配
慮
と
は
～
」

研
修
会
の
開
催

合
理
的
配
慮
と
は
、
障
が
い
が
あ

る
こ
と
で
生
活
の
し
づ
ら
さ
や
働

き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
、

社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
歩
ん
で

い
く
た
め
の
大
切
な
方
法
で
す
。

現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。　
対
障
が
い
の

あ
る
人
に
携
わ
る
人
や
共
に
働
く

人
、
地
域
の
当
事
者
や
福
祉
に
興

味
の
あ
る
人　
日
８
月
21
日
㈬

第
一
部
：
基
調
講
演　
午
後
１
時

30
分
～
２
時
20
分　
第
二
部
：
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　
午
後

２
時
30
分
～
３
時
30
分　
会
南
魚

沼
市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル　
講
佐
藤
聡
氏

（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
事
務
局
長
）　

費
参
加
費
は
無
料　
〆
８
月
13
日

㈫　
申
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
Ｑ
Ｒ
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
に

入
力
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　
問
・
申
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
う
お
ぬ
ま　
☎
７
７
０・

１
３
３
１　
F
７
７
０・
０
９
８

０ハ
レ
の
縁
側
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
講
座

～
経
験
を
語
ろ
う
・
聴
こ
う
・

共
有
し
よ
う
～

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
同
じ
よ

う
な
経
験
や
苦
し
み
、
悩
み
を
共

有
す
る
人
達
が
仲
間
と
し
て
互
い

に
支
え
あ
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

障
が
い
を
持
つ
人
と
、
そ
の
家
族

や
支
援
者
を
対
象
に
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
理
解
を
深
め
、
相
手
の

話
を
「
聴
く
」
時
の
態
度
や
心
構

え
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
を
交
え
て
学
び
ま
す
。　
日

９
月
26
日
㈭
、
10
月
３
日
㈭
、
10

月
10
日
㈭ 

午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
（
昼
休
憩
：
午
後
０

時
30
分
～
１
時
30
分
）
※
講
座
内

容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
３
日
間
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い　

会
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階 

多

目
的
ホ
ー
ル　

※
Ｊ
Ｒ
六
日
町
駅

か
ら
の
送
迎
を
実
施
し
ま
す
。
希

望
す
る
場
合
は
申
し
込
み
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い　
費
参
加
無
料
、

別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。
テ
キ

ス
ト
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

講
相
川
章
子
さ
ん
（
聖
学
院
大
学

教
授
）
ほ
か　
申
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
み
な
み
う
お
ぬ
ま
に
、
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　
〆
９
月
12
日
㈭　
問

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
う
お

ぬ
ま　

☎
７
７
０・
１
３
３
１　

F
７
７
０・
０
９
８
０　
魚
野
の

家　
☎
７
７
０
・
０
８
５
７

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業 

参
加
者
募
集

戦
没
者
遺
児
が
戦
没
者
の
亡
く

な
っ
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
戦
争
犠

牲
者
の
慰
霊
追
悼
を
行
う
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
問
一
般
財

団
法
人
日
本
遺
族
会　

事
務
局　

☎
０
３・
３
２
６
１・
５
５
２
１　

申
一
般
財
団
法
人
新
潟
県
連
合
遺

族
会 

事
務
局　
☎
０
２
５・２
２

３・５
４
０
１

（
独
）労
働
者
健
康
安
全
機
構　

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改

正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

職
場
で
の
化
学
物
質
規
則
が
大
き

く
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
労
働
安
全
衛
生
総
合
研

究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　
問
事
業
者
の
た
め
の
化

学
物
質
管
理
無
料
相
談
窓
口　
☎

０
５
０・５
５
７
７・４
８
６
２

　市ウェブサイトから診療予定を確認できま
す。診療予定などは変更となる場合がありま
す。

救急医療のかかり方
(休日・夜間救急の連絡先は24ページ)
①休日・夜間救急連絡先に電話をかける
　�病院に症状を伝えてください。
②電話の指示に従って受診する
・�スタッフの状況や症状などに応じて、他の

医療機関を案内する場合や翌日以降の受診
を勧める場合があります。

・�混雑が予想されます。救急度や重症度の高
い順に対応するため、待ち時間が長くなる
場合があります。

問保健課　☎７７３・６８１１

　

根
津 

伸
一
様
〔
南
田
中
〕

か
ら
上
関
保
育
園
・
石
打
保

育
園
に
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル・

ボ
ー
ル
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

市内と湯沢町の診療所・病院
お盆（８月12日㈪～17日㈯）診療予定

市ウェブサイト
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・
健
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・
福
祉

相
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・
催
し
・
募
集

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲

示

板

※�事前申し込みが必要。申込者少数の時は、
開講できない場合あり

パソコン体験コース

訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金対象）

セミナーコース

技能講習・特別教育・安全衛生教育

問・申 魚沼サンティックスクール
☎７７２・４５５４
F７７８・１１５８

魚沼サンティックスクール受講生募集

詳しくは

掲

示

板

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
・
入
校
生
募
集

事
務
応
用
科
２
期　
対
パ
ソ
コ
ン

の
知
識
・
技
能
や
簿
記
を
習
得
し
、

就
職
を
希
望
す
る
人　
期
９
月
12

日
㈭
～
令
和
７
年
１
月
10
日
㈮　

時
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

会
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル　

定
15
人　
費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）　
申
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼　
〆
８
月
20

日
㈫

Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
建
築
製
図

１
（
平
面
図
の
作
成
）　
対
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
た
い
人
（
初

心
者
可
）　
日
９
月
７
日
㈯
・
14

日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル　
定
10

人　
費
４
，７
０
０
円　
〆
８
月

22
日
㈭

Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

基
本
操
作　
対
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
の

あ
る
人　
日
９
月
10
日
㈫
・
11
日

㈬　
午
前
９
時
～
午
後
４
時　
会

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル　
定
10
人　

費
４
，７
０
０
円　
講
土
田 
哲
也

氏
（
Ｉ
Ｔ
マ
ス
タ
ー
）　
〆
８
月

27
日
㈫　
問
・
申
新
潟
県
立
魚
沼

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル　
☎
０
２
５・

７
９
４・２
４
１
０

市報みなみ魚沼をスマホ
でいつでもどこでも見る
ことができます

iOSAndroid

市報みなみ魚沼をスマホ
でいつでもどこでも見る
ことができます

iOSAndroid

市報みなみ魚沼をスマホ
でいつでもどこでも見る
ことができます

iOSAndroid

コース名 実施期間 時間
ワード体験講座 9/21 9：00～11：50

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
放
送
や
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の

通
信
制
の
大
学
で
す
。
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
理
・
教
育
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
1
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。　
出
願
期
限
：
第
1
回
が
令

和
6
年
8
月
31
日
㈯
ま
で
、
第
2

回
が
9
月
10
日
㈫
ま
で
で
す
。　

大
学
説
明
会
：
８
月
18
日
㈰
、
９

月
１
日
㈰　
時
午
後
１
時
30
分
～　

会
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー〔
新
潟
市
〕　

※
予
約
不
要
。
都
合
の
つ
く
期
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
他
個
別

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
問
・

資
料
請
求　
放
送
大
学
新
潟
学
習

セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
５・２
２
８・

２
６
５
１　
新
潟
市
中
央
区
旭
町

通
１
番
町
７
５
４

コース名 実施期間 時間
仕事の教え方 9/4(1日) 8：30～

17：00人との関わり方 9/11(1日)

パワーポイント基礎 9/6～9/24
(全6回) 18：30～

21：20
調理師受験 9/11～10/23

(全10回)

コース名 実施期間 時間
アサーション研修 9/7 9：00～11：50

コース名 実施期間 問合せ・申込先

刈払機取扱作業者
に対する安全衛生
教育

9/20

キャタピラー教習所
㈱新潟教習センター
☎025・232・7611
F 025・232・7612

公益財団法人新潟県市町村振興協会
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地域づくり協議会の取り組み紹介

８月のイベント情報

大崎地区地域づくり協議会　花いっぱい運動

石打地区まちづくり協議会　体験交流事業

　平成19年の協議会発足時から続けている事業です。毎年約1,300本の花
の苗を各行政区の集会所、高齢者施設、保育園や小学校などに配布しています。
　大崎小学校では、地域の大人と児童が一緒に学校の花壇で苗を植えたり、
高齢者施設でも入居者と施設の職員が一緒にプランターに苗を植えています。
　これからも地区内の環境美化のために取り組んでいきます。
問 ☎779・2761　 oosaki-com@ia8.itkeeper.ne.jp

　地区内の人口減少や高齢化の影響で増えてきている耕作さ
れていない畑を活用して、大豆を栽培して味噌を作り、「お
らしょの味噌くってみらっしゃい！」という商品名で販売も
始めています。
　また、地区の住民のほか、地域内外（南魚沼市に移住して
きた人や、首都圏在住の人も含む）のボランティアがサポー
トしながら、「大豆畑からの味噌づくり！」を石打小学校の
ほか市内外の小学生とも交流しながら進めています。
問 ☎783・3295　 ishiuchicom-center@major.ocn.ne.jp

【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　
☎７７３・６６５９

大巻ふるさと祭り
日８月４日㈰
　17：00 ～ 20：00　縁日
　20：00 ～ 21：00　煙火大会 
会五日町雪国スポーツ館駐車場
問大巻地域づくり協議会
　☎776・2032

五十沢ふるさと祭り
日８月16日㈮
　14：00～17：00　お祭り
　15：00～　魚のつかみ取り
　19：45～21：15　煙火大会
会宮児童公園
問五十沢地域づくり協議会
　☎774・2002

城内大煙火大会
日８月17日㈯
　19：30～20：30　煙火大会
　煙火大会終了後　盆踊り
　※だれでも参加いただけます
会盆踊り：城内小学校駐車場
駐車場　上原集落センター、
　　　　城内小学校
問城内地域づくり協議会
　☎775・2002

第21回 上田ふれあい祭り
日８月25日㈰　雨天決行
　10：00～11：00　親子つかみ取り（ヤマメ・岩魚）
　10：00～15：00　お祭り
　　出し物 (ものまね歌姫、小学校・保育園)
　　ふれあいマルシェ・体験コーナー (木工・土砂災害)
　　無料フレーバー綿あめ・大抽選会など
会つかみ取り：長大橋下流（のぼりが目印）
　お祭り：上田農村改善センター体育館・グラウンド
問上田ふるさと協議会　☎782・5301

撮影：市民カメラマン 竹内雅之さん



無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林

　茂
男

今
年
も
お
盆
が
く
る
か

　
各
地
で
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
夏
祭

り
も
お
わ
り
、
学
校
は
夏
休
み
に
。
今
月

は
お
盆
が
き
ま
す
。
正
月
よ
り
も
「
ま
た

１
年
た
つ
か
」
と
年
の
重
ね
を
思
う
の
は

私
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

父
を
亡
く
し
て
か
ら
そ
れ
が
よ
り
深
く
な

っ
た
よ
う
で
、
若
い
頃
と
は
違
っ
て
親
族

や
知
人
・
先
輩
た
ち
を
送
る
こ
と
が
増
え

る
、
そ
ん
な
年と

し

恰か
っ

好こ
う

に
な
っ
た
せ
い
か
、

と
も
。
感
謝
の
念
を
忘
れ
ず
、
家
族
皆
で

ご
先
祖
様
を
お
迎
え
し
た
い
も
の
で
す
。

え
ご
練
り
と
棒ぼ

う

鱈だ
ら

煮
を
用
意
し
て
。

　
今
回
は
、
い
つ
か
書
き
た
い
と
思
っ
て

き
た
高
校
時
代
か
ら
の
親
友
Ｍ
君
の
お
父

さ
ん
の
こ
と
を
。
教
員
を
さ
れ
て
い
た
親

友
の
父
上
は
多
く
の
み
な
さ
ん
に
慕
わ
れ

た
人
で
、
Ｍ
君
は
大
学
卒
業
後
、
故
郷
へ

は
帰
ら
ず
在
京
で
今
も
活
躍
し
て
い
ま
す

が
、
父
上
は
帰
郷
し
た
私
が
時
折
お
会
い

し
た
際
な
ど
に
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を

か
け
て
く
だ
さ
る
方
で
し
た
。
４
年
前
に

訃
報
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
再
会
し
た
親

友
に
聞
か
さ
れ
た
話
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　
病
床
に
あ
っ
た
父
の
も
と
に
２
人
の
兄
、

姉
と
末
弟
の
Ｍ
君
が
集
っ
た
時
の
こ
と
。

彼ひ

我が

と
も
に
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
こ
と

を
知
る
、
お
盆
間
近
の
頃
。
４
人
に
先
々

の
事
を
細
や
か
に
指
示
し
、「
皆
で
母
さ

ん
を
支
え
る
よ
う
に
」
と
伝
え
た
あ
と
、

「
い
い
か
」
と
改
ま
っ
て
こ
う
言
っ
た
そ

う
で
す
。「
お
前
た
ち
が
仲
た
が
い
を
し

た
時
に
は
、
化
け
て
出
る
の
で
覚
え
て
お

け
」、
そ
し
て
「
あ
あ
、
気
分
が
良
く
な

っ
た
。
あ
と
は
皆
で
仲
良
く
飲
め
」
と
。

指
示
の
中
に
は
、「
謡う

た
い

」
を
愛
さ
れ
た
父

上
ら
し
く
、
そ
の
趣
味
仲
間
や
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
届
け
る
よ
う
に
と
用
意
さ

れ
て
い
た
お
礼
の
品
と
届
け
先
の
名
簿
が

あ
り
、
堅
気
に
も
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を

残
ら
ず
配
り
終
え
て
、
父
に
報
告
。
程
な

く
息
を
引
き
取
ら
れ
た
。
親
友
の
弁
で
は

「
人
生
に
き
ち
ん
と
始
末
を
つ
け
て
逝
っ

た
。
真
面
目
一
辺
倒
で
は
な
く
剽ひ

ょ
うげ
た
面

も
あ
る
、
魅
力
的
な
男
だ
っ
た
」

　
棺
の
蓋
を
覆
い
て
人
生
定
ま
る
…
。
毛

利
元も

と

就な
り

の
三
本
の
矢
の
逸
話
も
秀
逸
で
す

が
、
こ
の
話
も
実
に
い
い
。「
○
○
の
時

は
化
け
て
出
る
」、
私
も
い
つ
か
自
分
の

子
ど
も
た
ち
に
言
い
放
っ
て
み
た
い
が
叶

う
か
ど
う
か
。
○
○
に
何
が
入
る
か
は
ま

だ
ま
だ
。
そ
れ
が
お
盆
の
時
分
な
ら
、
な

お
効
果
的
か
な
。

【問合せ】　保健課　☎７７３・６８１１

　CKD（慢性腎臓病）は新たな国民病と
いわれています。症状が進むと尿が作ら
れなくなり、人工透析が必要になります
が、早期発見、早期治療で予防できます。
　腎臓専門医から慢性腎臓病の基礎知識
や予防についての話を聞くことができま
す。あなたの大切な腎臓を守るために、ぜ
ひご参加ください。

講演会
日時　9月5日㈭　19:00 ～ 20:10
会場　本庁舎 大会議室
講師　田部井 薫先生
　　　（南魚沼市民病院 透析センター長）
申込先　保健課
申込締切　8月30日㈮

電話相談　時19：00～翌朝8：00（毎日）
・新潟県救急医療電話相談　対15歳以上
　☎025・284・7119（＃7119でも可）
・新潟県小児救急医療電話相談　対15歳未満
　☎025・288・2525（＃8000でも可）
LINEで相談「AI救急相談アプリ」
　救急医療の相談や緊急度の判定ができます。
全国版救急受診アプリ「Ｑ助（きゅーすけ）」
　緊急度判定を支援し、
利用できる医療機関や
受診手段の情報を提供
します。事前にアプリ
をダウンロードして、
いざというときに備え
ましょう。

休日・夜間救急 連絡先
・南魚沼市民病院　☎788・1222
・魚沼基幹病院 　☎777・3200
・齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773・5111

 健 康  健 康 ひろばひろば 救 急 医 療救 急 医 療   ～夜間などに困ったときは～～夜間などに困ったときは～

知らないと怖いCKD知らないと怖いCKD（慢性腎臓病）（慢性腎臓病）
～慢性腎臓病の基礎知識、予防のポイント～～慢性腎臓病の基礎知識、予防のポイント～
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詳しくは

市ウェブサイト

AI救急相談アプリ

総務省消防庁
ウェブサイト



出典：国立印刷局ウェブサイト

南魚沼市の
SNS

私の国はこんなところ

IUJで学んでいること、将来のこと

　私の国、ジョージアの世界最古のワインについてご紹介
します。2017年に発掘された約8,000年前の陶器の壺

が、化学分析によって「世界最古のワイン醸造の痕跡である」と発表されました。
クヴェヴリと呼ばれる素焼きの壺を使用した独自の醸造法が、古来より受け継がれ
ています。2013年にこの醸造法がユネスコの無形文化遺産に登録されて以来、ク
ヴェヴリで醸造されたワインの生産量が増えました。白ワインは、 白ブドウを赤ワ
インのように果皮や種と共に発酵させるのでオレンジワイン（琥珀色）になりま
す。ぜひお試しください。

　私はトビリシ自由大学で極東国際関係論を専攻し、学士号を
取得した後、日本語に関わる仕事をしてきました。国際大学に
はアジア開発銀行日本奨学金プログラムの奨学生として入学
し、国際関係学プログラムで学んでいます。私の研究は、「日
米同盟は南シナ海における中国の外交政策にどのような影響を
与え、ASEAN諸国はどのように貢献しているのか」です。卒
業後は母国で社会貢献したいです。

市ウェブサイト 公式Facebook

シリーズ

第136回
国際大学留学生 お国自慢コーナー

ジョージア       グロウェリ　ニノ さん

防災LINE 防災メール

こはく

当市にも関係があることを
ご存じですか？

　北里柴三郎博士は、私立北里研究所の設立者で、北里大
学は、昭和37年に北里研究所創立50周年を記念して設立
されました。
　令和６年４月に当市に開設された健康科学部は、高度医
療現場でチーム医療を支えるメディカルスタッフに必要と
される高度な医療技術、知識を有し、地域医療を展開でき
る人材の養成を目的とする、北里大学で９つ目の学部です。

　北里柴三郎は細菌学の第一人者であるローベルト・コッホのもとで伝染病予防研究に励み、
　1889年に破傷風菌の純粋培養に成功、1890年には破傷風菌毒素に対する血清療法を確立しま
した。この業績により破傷風の治療法は飛躍的に向上することとなり、一躍「世界の北里」として
その名前が知られるようになりました。
　帰国後は、福沢諭吉先生らの協力を得て、民間の施設として日本初の伝染病研究所を創立、後に
私立北里研究所を創立しました。門下生には、赤痢菌を発見した志賀潔、黄熱病や梅毒の研究で知
られる旧千円札の肖像、野口英世などがおり、世界レベルの研究者を育てたことでも知られていま
す。（出典：北里大学）

オープンキャンパス開催中　8月3日㈯・4日㈰・24日㈯ 11：00～15：30

詳しくは
こちら

フリーダイヤル
0120・451・185

北里柴三郎博士の新千円札が発行！

北里柴三郎博士はどんな人？

～Beauty of my country～
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●
● 市報 みなみうおぬまフォトレポートみなみうおぬまフォトレポート
7/3・4・5 7/16

●人　口  52,559人（－234）
　　男　  25,770人（－121）
　　女　  26,789人（－113）
●世帯数  20,206戸（－118）

市民の動き 今月の
表紙

　命の危機が迫っている人を救うため、日夜、力を尽くしている
救急隊のみなさんにご協力いただき撮影しました。取材中にも通

報があり、迅速に出動する姿が見られました。
　救急搬送者数が増加しています。救急車を呼ぶべきか、病院に行くべきか
迷ったら24ページの救急医療を参考に相談しましょう。

令和6年6月末日現在 
 (　)は対前月比

市では８月から新しい国際交流員を迎え、今後もインバウンド観光の促進などに力を入れていきます。

　心から感謝しています
　　　　　　　　　　　　　　　　ゾーイ・ラインズ
　この２年間は、観光や国際交流に関わってさまざまな仕事
ができ、同僚と共に働けたおかげで、成長できたと感じま
す。ここで得てきた経験や知識をこれから生かしていきたい
と思っています。
　幸運なことに、仕事でもプライベートでも、多くのみなさ
んが私を生活の中に入れてくれ、雪国に存在する温かさを見
せてくれました。地域の文化をはじめ、穴場を紹介してくれ
たり、南魚沼弁を教えてくれたり、そのおかげでここでの時
間はより思い出深く貴重なものになりました。
　最も恋しく思うのは、空を背景にした山々の景色でしょ
う。毎日立ち止まって、その美しさを堪能し、豊かな空気の
香りを吸い込みながら景色を眺めるのが、ここでの私の楽し
みのひとつでした。
　南魚沼市での仕事はもう終わりましたが、出会った人たち
の優しさを忘れずに、またいつか戻ってきたいと思っていま
す。この２年間、大変お世話になりました。

☆ゾーイさんありがとう！☆
国際交流員が任期を満了し、
離任しました

【担当】商工観光課

　令和４年７月から、「JETプログラム（語学指導等を行う外国人
青年招致事業）」により派遣された国際交流員のゾーイ・ラインズ
さんが7月に離任しました。SNSなどを活用した海外向けの情報
発信や、観光パンフレットなどの翻訳、小学校の国際科授業の訪
問など、さまざまな場面で活躍しました。離任にあたり、南魚沼市
での活動を振り返り、思いを語ってもらいました。

植物油インキを使用
しています。

UD フォントを使用
しています。

再生紙を使用してい
ます。

た ん の う

セルデン町友好親善記念プレート設置除幕式
姉妹都市のオーストリアのチロル州セルデン町から寄
贈された友好40周年記念プレートを、石打丸山スキー
場中腹にある20周年記念石碑へ取り付けました。新潟
県日墺協会のみなさんと設置除幕式を行いました。

スマホ教室開催
大和・中央・塩沢公民館で開催しました。
次回は、11月ころに開催します。少人数でゆっくりと
したペースの講座です。気軽にご参加ください。日程
は市報の講座・催しの一覧でお知らせします。

に ち お う


